
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

1,689,000 委託料

回収量

2,400㎏ 1,641㎏

982,498

細　節 金　額 細　節

委託料

金　額

委託料 1,520,000

金　額 特　記　事　項

実
績

家庭から出される発泡スチロールを拠点回収（11箇所）により分別回収を行い再資源化しました。 白色トレーや緩衝材発泡スチロールを分別回収することで、可燃ごみの減量化と資源の再利用がで
きています。分別することで、町民のリサイクルの意識の向上、また、分別者の指定袋使用量と購入
費用の負担の軽減にもつながっています。

指　標 目　標　値 達　成　値 特　記　事　項

細　節

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？ どのような成果が現れます（現れました）か？

計
画

家庭から排出される発泡スチロールを拠点回収により分別回収し再資源化する。 発泡スチロールを分別回収することにより、可燃ごみの減量化及び資源のリサイクルを推進する。

事業の分類 既存事業
リーダー 竹澤　伸一

担当部課 住民生活部　環境課
担　当 環境担当

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-04-02-02-003-01-09
事務事業名 発泡スチロール回収再資源化事業費

予算科目
コード

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

計 50,000 34,475

差引（一般財源） 1,639,000 948,023

受益者負担金

その他の特定財源 50,000 34,475 発泡スチロール回収販売代金

982,498

地方債

0流用額

決算額

予算現額 1,520,000

1,689,000 1,520,000 982,498

計　画 実　績 特　記　事　項

補正予算額 0

当初予算額

決　算

財
　
源

1,520,000

国庫支出金

県支出金

予
　
算




